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東
一｝ク
ロモ
ー
ル
独
立
回
復
二
０
年
の
苦
闘

二
一
世
紀
最
初
の
独
立
国
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
．

独
立
に
至
る
ま
で
の
困
難
な
歩
み
、
開
発
と
国
民
統
合
へ
の
課
題
、

現
在
ま
で
の
日
本
の
貢
献
と
強
ま
る
中
国
の
影
響
力
な
ど
を
踏
ま
え
、

「小
国
」
と
し
て
の
生
き
残
り
戦
略
を
読
み
解
く
っ

早
稲
田
大
学
教
授

山
田

満

や
ま
だ
　
み
つ
る
　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
社

会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
、
神

戸
大
学
博
士

（政
治
学
）
取
得
。
専
門
は
国
際

関
係
論
、
平
和
構
築
論
。
著
書
に

一平
和
構
築

の
ト
リ
ロ
ジ
Ｊ
丁
一東
南
ア
ジ
ア
の
紛
争
予
防
と

「人
間
の
安
全
保
障
」〓
〓「非
伝
統
的
安
全
保
障
」

に
よ
る
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
一
な
ど
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
主
共
和
国
憲
法
第
七
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

二
〇
三
二
年
四
月

一
九
日
に
大
統
領
選
の
上
位
二
名
に
よ
る
決
選

投
票
が
行
わ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
替晏
一又賞
者
の
ラ
モ
ス
・
ホ
ル
タ
氏
が

六
三
二

％
の
過
半
数
を
得
て
再
登
板
が
決
定
し
た
。
大
統
領
就
任

式
は
、
二
〇
〇
二
年
の
独
立
回
復
二
〇
周
年
記
念
に
あ
た
る
五
月

二
〇
日
の
前
日
未
明
か
ら
挙
行
さ
れ
た
。

「
二

一
世
紀
最
初
の
独
立
国
家
」
に
至
る
ま
で
の
道
は
、
決
し
て
平

坦
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が

「独
立
回
復
二
〇
年
」
の
ゆ
え
ん
で
あ

る
。　
一
六
世
紀
初
頭
以
来
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
と
な
り
、
第
二
次

．
世
界
大
戦
期
の
日
本
軍
占
領
後
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
支
配
は
続

い
た
。
独
立
の
転
機
は
、　
一
九
七
四
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
独
裁
政
権

が
倒
れ
た
カ
ー
ネ
ー
シ
ヨ
ン
革
命
に
伴
う
植
民
地
解
放
政
策
で
あ
っ

た
こ
ア
ジ
ア
・つ
ふ
〓
一む
種
員
地
で
ふ
″う
■
一東
テ
イ
モ
‥
ル
で
も
７

レ
テ
リ
ン

（東
テ
イ
モ
ー
ル
独
立
革
命
戦
線
）
が
、
七
五
年

一
一
月

二
八
日
に
反
対
派
を
抑
え
て
独
立
宣
言
を
行
っ
た
。

し
か
し
当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
ハ
ル
ト
政
権
は
、
国
内
に
分

離
独
立
運
動
を
抱
え
て
お
り
、
た
と
え
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
で
あ
っ
た
東

テ
ィ
モ
ー
ル
の
独
立
で
あ
っ
て
も
、
許
容
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、
米
国
は
冷
戦
構
造
下
で
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
共
産
主
義
の
ド
ミ
ノ
化
を
恐
れ
て
い
た
な
か
で
、
親
共
産

主
義
を
掲
げ
て
い
た
フ
レ
テ
リ
ン
政
権
に
懸
念
を
抱
き
、
独
立
宣
言

後
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
対
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
全
面
侵
攻
を
容
認

し
た
。
そ
の
後
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、
二
七
番
目
の
州
と
し
て
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
併
合
さ
れ
、
九
九
年
八
月
三
〇
日
の
独
立
を
問
う
た
住
民

投
票
ま
で
支
配
が
続
い
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
全
議
浸
ま
と
そ
の
後
の
強
権
的
な
支
配
下
で
殺
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教
、
拷
問
、
性
的
暴
力
が
行
わ
れ
た
。
他
方
で
、
現
在
も
独
立
の
父

と
し
て
絶
大
な
支
持
を
集
め
る
シ
ャ
ナ
ナ

・
グ
ス
マ
ン
ら
率
い
る
民

族
解
放
闘
争
が
展
開
さ
れ
た
。
当
初
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻

に
対
し
て
国
連
総
会
や
団
連
安
全
保
障
理
事
会
で
は
憂
慮
や
即
時
撤

退
を
求
め
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
が
、
八
〇
年
代
前
半
に
は
人
権
侵

害
状
況
に
関
す
る
決
議

へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
連
合

（Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
は
内
政
不
干
渉
原
則
を
背
景
に
沈
黙
し
、

日
本
を
は
じ
め
国
際
社
会
も
西
側
寄
り
の
政
策
を
と
る
ス
ハ
ル
ト
政

権
の
言
動
を
黙
認
し
、
次
第
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル
問
題
は
国
際
社
会
か

ら
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
た
。

転
機
は
、
ま
ず

一
九
九

一
年

一
一
月
の
サ
ン
タ
ク
ル
ス
虐
殺
事
件

で
あ

っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
に
よ
る
無
差
別
な
殺
毅
行
為
が
再
び

国
際
世
論
か
ら
大
き
な
批
判
を
浴
び
、　
一
部
の
西
側
諸
国
を
中
心
に

経
済
制
裁
の
措
置
が
取
ら
れ
た
。
次
に
、
九
八
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
が
引
き
金
と
な

っ
て
ス
ハ
ル
ト
が
退
陣
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
現

在
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
か
ら
瞬
時
に
被
害
状
況
や
犠
牲
者
の
情
報
が
得
ら

れ
る
が
、
当
時
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
く
、
詳
細
は
い
ま
だ
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
侵
攻
お
よ
び
四
半
世
紀
近
い
占

領
下
で
約
二
〇
万
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
冷
戦
構

造
の
終
焉
と
ス
ハ
ル
ト
の
退
陣
と
い
う
大
き
な
重
石
が
取
れ
た
こ
と

で
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
二
四
年
間
に
わ
た

っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

の
支
配
か
ら
独
立

へ
の
道
を
勝
ち
取
っ
た
の
だ
。

日
本
か
ら
の
平
和
構
築
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
支
援

東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
支
配
下
に
あ

っ
た
時

か
ら
日
本
の
市
民
社
会
に
よ
る
支
援
は
あ

っ
た
が
、
日
本
政
府
と
し

て
の
大
き
な
存
在
感
を
示
し
た
の
は
独
立
回
復
前
後
の
国
連
平
和
維

持
活
動

（Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
向
け
た
自
衛
隊
施
設
部
隊
の
派

遣
で
あ

っ
た
。
延
べ
二
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
自
衛
隊
施
設
部
隊
は
道

路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
整
備
に
関
わ
る
支
援
を
行

っ
た
。
そ
の
後

も
文
民
警
察
や
軍
事
連
絡
要
員
な
ど
を
派
遣
し
て
い
る
。
概
し
て
東

テ
ィ
モ
ー
ル
国
民
か
ら
の
評
判
も
高
く
、
そ
の
後
の
日
本
政
府
や
民

間
支
援

へ
の
評
価
の
足
が
か
り
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

日
本
政
府
に
よ
る
二
国
間
支
援
と
し
て
、
筆
者
も
参
加
し
た
大
統

領
や
国
民
議
会
選
挙
の
監
視
団
の
派
遣
は
、
国
連
開
発
計
画

（Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
）
な
ど
を
通
じ
た
多
日
間
支
援
の

一
環
と
し
て
、
選
挙
実
施
に

伴
う
ロ
ジ
や
人
材
育
成
に
も
貢
献
し
た
。
ま
た
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
に

適

っ
た
日
本
の
市
民
社
会
の
役
割
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
平
和
構
築
支
援
の
み
な
ら
ず
、
民
主
化
支
援
と
し
て
の
機
能
を

持
ち
、
そ
の
結
果
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は
、
現
在
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中

で
も
民
主
主
義
国
と
し
て
欧
米
か
ら
高
い
評
価
が
得
ら
れ
て
い
る
。
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そ
の

一
方
で
、
二
〇
〇
六
年
に

一
五
万
人
に
及
ぶ
国
内
避
難
民
を

流
出
さ
せ
る
騒
擾
事
件
が
起
き
、
国
連
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
統
合
ミ
ッ

シ
ョ
ン

（Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）
を
設
立
し
た
。
国
内
で
国
防
軍
と
国
家
警

察
に
よ
る
銃
撃
戦
も
あ
り
、
警
察
の
役
割
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

国
際
協
力
機
構

（Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
家
警
察

へ
の
研

修
を
実
施
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
研
修
、
さ
ら
に
は
短
期
専
門
家

の
現
地
派
遣
や
日
本
国
内
で
の
研
修
を
通
じ
て
、
交
番
や
派
出
所
制

度
を
参
考
に
し
た
地
域
警
察
活
動
に
向
け
た
研
修
も
行

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
政
治
社
会
安
定
に
向
け
た
治
安
部
門
改
革
や
ガ
バ
ナ
ン
ス

支
援
の
他
に
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
立
大
学
工
学
部
支
援
の
よ
う
な
中

長
期
的
な
発
展
を
支
え
る
人
材
育
成
も
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
日
本
の
支
援
は
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
経
済
開

発
協
力
機
構

（Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
開
発
援
助
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
日
本
は

政
府
開
発
援
助

（Ｏ
Ｄ
Ａ
）
供
与
国
と
し
て
二
〇
〇
二
年
か
ら
の

一
〇
年
間
で
は
、
豪
州
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
米
国
に
次
ぐ
四
位
で
約

丁

五
億
ド
ル
、
ま
た

一
一
年
か
ら

一
九
年
ま
で
の
二
日
間
支
援
の
累
計

で
は
、
豪
州
の
約
六
・二
億
ド
ル
に
次
ぐ
約
二
・四
億
ド
ル
の
第
二
番

目
と
な

っ
て
い
る
。

ホ
ル
タ
大
統
領
再
登
場
の
背
景

二
〇
〇
六
年
騒
援
事
件
の
責
任
で
フ
レ
テ
リ
ン
の
実
力
者
マ
リ

ア
ル
カ
テ
ィ
リ
首
相
は
辞
任
を
求
め
ら
れ
た
。
他
方
で
大
統
領
で

あ
っ
た
グ
ス
マ
ン
は
指
導
力
を
発
揮
し
て
治
安
の
回
復
を
図
り
、
翌

年
の
大
統
領
選
で
ホ
ル
タ
を
推
薦
し
た
。
直
後
の
国
民
議
会
選
挙
で

フ
レ
テ
リ
ン
の
議
席
数
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
多
数
派
工
作

で
グ
ス
マ
ン
が
首
班
に
指
名
さ
れ
た
。　
一
二
年
大
統
領
選
挙
で
も
タ

ウ
ル
・
マ
タ
ン
・
ル
ア
ク
を
大
統
領
候
補
と
し
て
推
薦
し
、
国
民
議

会
選
挙
で
も
第

一
党
を
獲
得
し
、
民
主
党
ら
と
の
連
立
で
グ
ス
マ
ン

は
第
五
次
立
憲
政
府
を
発
足
さ
せ
た
。

グ
ス
マ
ン
は

「
紛
争
か
ら
開
発
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

一
一
年
に
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
中
長
期
開
発
計
画

「戦
略
開
発
計

画
」
（Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
を
発
表
し
た
。
グ
ス
マ
ン
は

一
五
年
に
首
相
を
辞

任
し
、
政
治
社
会
の
安
定
を
基
礎
と
し
た
経
済
発
展
を
最
重
要
課
題

に
据
え
、
自
ら
は
計
画

・
戦
略
投
資
大
臣
に
就
く
こ
と
で
、
フ
レ
テ

リ
ン
の
ル
イ

・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
が
第
六
次
立
憲
政
府
を
発
足
し
た
。
グ

ス
マ
ン
の
決
断
は
、
世
代
交
代
を
促
す

一
方
で
、
フ
レ
テ
リ
ン
と
東

テ
イ
モ
ー
ル
再
建
国
民
会
議

（Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｔ
）
と
の
長
年
の
対
立
を
乗

り
越
え
る
大
同
団
結
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
が

一
七
年
の
大
統
領

選
挙
に
お
け
る
ル
ヽ
オ
ロ
の
当
選
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
直
後
の
国
民
議
会
選
挙
で
フ
レ
テ
リ
ン
が
第

一
党
を

獲
得
し
、
第
七
次
立
憲
政
府
を
率
い
た
の
は
ル
イ

・
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
で

は
な
く
、
世
代
交
代
を
受
け
入
れ
た
は
ず
の
ア
ル
カ
テ
ィ
リ
自
身
の
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再
登
板
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
世
代
交
代
論
が
頓
挫
し
、
グ
ス
マ
ン
と

ア
ル
カ
テ
ィ
リ
の
関
係
そ
の
も
の
が
破
綻
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｃ

Ｎ
Ｒ
Ｔ
は
野
党
連
合
を
結
成
し
、
国
家
予
算
は
議
会
を
通
ら
な
く

な
っ
て
し
ま

っ
た
。
憲
法

一
〇
〇
条
の
解
散
要
件
に
基
づ
き
、
ル

・

オ
ロ
大
統
領
は

一
人
年

一
月
に
国
民
議
会
の
解
散
を
発
表
し
た
。
今

回
の
大
統
領
選
挙
後
に
は
国
民
議
会
選
挙
が
な
く
、
日
程
が

一
年
ず

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
で
あ
る
。
再
登
板
す
る
ホ
ル
タ
に
と

っ
て

フ
レ
テ
リ
ン
が
与
党
の
議
会
を
ど
う
さ
ば
く
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。

若
い
世
代
の
雇
用
創
出
が
カ
ギ

内
政
に
お
け
る
最
大
の
課
題
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
政
治
指
導

者
の
世
代
交
代
で
あ
る
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は

一
七
歳
以
上
に
選
挙

権
が
あ
る
が
、
有
権
者
年
齢
の
中
央
値
は
二

一
歳
を
割
り
、
新
た
に

今
回
の
選
挙
で
は
七
万
五
二
三
七
名

（八
・八
％
）
が
有
権
者
に
な

っ

て
い
る
。
ま
す
ま
す
増
大
す
る
若
い
世
代
の
不
満
を
解
消
す
る
に
は

雇
用
創
出
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
国
境
封
鎖
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
で
抑
え
込
む
こ
と

が
で
き
た

一
方
で
、
他
国
同
様
に
経
済

へ
の
打
撃
は
大
き
い
。

ま
た
、
依
然
と
し
て
、
テ
ィ
モ
ー
ル
海
に
お
け
る
油
田

・
ガ
ス
田

か
ら
得
ら
れ
る
ロ
イ
ヤ
ル
テ
イ
や
税
金
収
入
に
依
存
し
て
お
り
、
主

要
産
業
が
育

っ
て
い
な
い
。
常
設
仲
裁
裁
判
所
の
判
決
で
、
豪
州
と

の
領
海
問
題
は
解
決
さ
れ
、
新
た
な
油
田

・
ガ
ス
田
と
し
て
グ
レ
ー

タ
ー

・
サ
ン
ラ
イ
ズ
の
開
発
が
注
目
さ
れ
る

一
方
で
、
東
テ
ィ
モ
ー

ル
側
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
引
く
の
か
、
従
来
通
り
豪
州
側
に
引
く
の

か
、
グ
ス
マ
ン
と
ジ
ョ
イ
ン
ト

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
側
と
の
主
張
の
隔
た

り
は
大
き
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｐ
が
描
く
石
油
関
連
産
業
に
よ
る
雇
用
創
出
の

展
望
は
開
け
て
い
な
い
。

他
方
で
、
中
国
の
存
在
感
は
増
大
し
て
お
り
、
日
常
生
活
に
関
わ

る
物
品
か
ら
大
統
領
府
や
防
衛
省
の
箱
物
、
道
路
建
設
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
至
る
ま
で
、
確
実
に

一
帯

一
路
構
想
、
特
に
海
の
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
ヘ
の
取
り
込
み
が
強
ま

っ
て
い
る
。
六
月
三
日
に
は
三
毅

国
務
委
員
兼
外
相
が
太
平
洋
島
嶼
国
歴
訪
の
最
後
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル

を
訪
問
し
、
ホ
ル
タ
大
統
領
、
ル
ア
ク
首
相
な
ど
と
会
談
し
、
経
済

技
術
協
力
の
合
意
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
国
の

生
き
残
り
策
と
し
て
グ
ス
マ
ン
ら
は

「同
盟
国
を
つ
く
ら
ず
、
敵
国

も

つ
く
ら
な
い
」
と
い
う
外
交
戦
略
を
強
く
訴
え
る
。
ま
た
、
ホ
ル

タ
大
統
領
は
、
来
年
に
も
実
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟

を
機
に
投
資
を
呼
び
込
む
と
述
べ
て
い
る
。

日
本
に
は
、
ま
ず
若
者
の
雇
用
支
援
の

一
環
と
し
て
東
テ
ィ
モ
ー

ル
か
ら
の
技
能
実
習
生
や
特
定
技
能
で
の
受
け
入
れ
の
検
討
、
若
者

の
留
学
な
ど
を
通
じ
た
人
材
育
成

へ
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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